
漁場環境保全推進事業

貝毒発生監視調査

高坂祐樹・三津谷正・今井美代子

試験船なつどまり(山田雅治・立花勝雄・高木広美・高屋敷一成・星野元紀)

目的

青森県における貝毒発生監視調査は、本県沿岸域のホタテガイ等二枚員の毒化と毒化原因プランクトン

の出現動向などを詳細に把握して、二枚貝の水産食品としての安全性確保、すなわち「ホタテガイの取扱

い要綱J(平成4年、青森県)に基づく出荷自主規制措置等による安全出荷に役立てることを目的に行っ

ている調査である。ここでは、平成18年中 (2(腕年1月-12月)に行った調査結果について報告する。

材料及び方法

青森県沿岸域における貝毒発生監視調査の海域区分と調査定点を図 1に、調査回数や調査内容を表1に

示した。

ホタテガイの貝毒検査は、青森県沿岸域を日本海、樟軽海峡西部及び東部、陸奥湾西部及び東部、太平

洋の6海域に区分し、太平洋、日本海を除く 4海域に各1地点の定点を設けてホタテガイ定点調査として

行った。

陸奥湾西部及び東部海域の2定点では、周年にわたる定期的な養殖貝、地まき貝の貝毒検査のほか、環

境調査並びにプランクトン調査を行った。また、陸奥湾全湾調査として周年、毎月 1回、湾内6地点で環

境調査並びにプランクトン調査を行った。津軽海峡西部では養殖貝、同東部では地まき貝を対象とし、津

軽海峡ではホタテガイの漁獲が見込まれる時期を中心に貝毒検査のみを行った。

ホタテガイ以外の二枚貝の貝毒検査は、青森県沿岸域を暖流系と寒流系の2海域に区分し、二枚貝定点

調査として行った。二枚貝の種類は付着性、潜砂性に分けて、付着性二枚員としてムラサキイガイ、潜砂

性二枚貝としてウバガイを対象種とした。貝毒検査は周年あるいは漁獲が見込まれる時期を中心に行っ

た。

貝毒検査はまひ性貝毒と下痢性員毒を対象に、社団法人青森県薬剤師会衛生検査センターに依頼して、

いずれもマウス試験法(公定法)により行った。

環境調査とプランクトン調査は、陸奥湾のホタテガイ定点調査の場合には員毒検査の試料採取と同時に

同地点において水温、塩分を測定し、採水プランクトンとしてAlexandrium属、 Dinophysis属などの渦鞭

毛藻を検鏡、計数した。これらの調査方法は過去の同様調査と全く同じ方法を用いた。詳しくは「平成6

年度赤潮貝毒監視事業報告書(赤潮・貝毒調査)J (1995年、青森県)等を参照されたい。
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太平洋海域

図1 2∞6年の青森県沿岸域における貝毒発生監視闇査の海域区分と定点

表1 2∞6年の青森県沿岸域における貝毒発生監視商査の概要

調査
員毒検査(回数)1 環境調査 プフンクトン

調査区分 調査海嬢2 定点数 調査対象貝種 マウス諒験 (回数) 調査(回数)

PSp3 DSP4 

陸奥湾西部 養殖ホタナガイ 12 32 34(5膚) 34(5層)

ホタテガイ 陸奥湾東部 養殖ホタテガイ 12 32 
34(6層) 34(6層)

定点調査 地まきホタテガイ 35 
津軽海峡西部 養殖ホタテガイ 4 4 
津軽海峡東部 地まきホタテガイ 12 12 
太平洋海域 天然ホタナガイ 17 17 

暖流系海域

二枚貝 (付着性) ムラサキイガイ 16 
定点調査 寒流系海域

(付着性) ムラサキイガイ 17 14 
陸奥湾

陸奥湾(全域) 6 12(5-6層) 12(5-6層)
全湾調査

1.調査回数は2006年1月から12月までの実績である。

2.日本海におけるホタテガイ定点調査並びに暖流系海域における潜砂性二枚貝定点調査は、それぞれ

対象貝種の生産がなく実施していない。

3.麻癖性員毒

4.下痢性貝毒
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結果及び考察

2(胤年1月-12月における調査結果は、付表1-付表4に示した。

青森県沿岸域におけるホタテガイ等の毒化状況などは以下のとおりであった。

1 陸奥湾における水温、塩分の推移並びに下痢性貝毒原因ブランクトンの出現動向とホタテガイの毒化

状況

(1) 水温、塩分の推移

西部及び東部海域の2定点の水温、塩分の推移を図2-1、2-2に示した。両図には陸奥湾にお

ける主たる員毒原因プランクトンであるDinophysisfort企・の出現密度もあわせて示した。 D.for;凶・の年

最高出現密度は、西部海域の野内定点では155cells/Lと前年の3倍以上に増加したが、東部海域の野

辺地定点では5Ocells/Lと前年の半分以下に減少した。両調査地点における水温と塩分の最低値と最高

値は表2に示した。最低水温は、低水温年であった前年をさらに下回り、中層以深では 1t台の水も

見られた。

衰2 21∞6年の西部及び東部海域定点における水温と塩分の最低~最高の範囲

西部海繊{野肉沖、水部2m) 東部海域(野辺地沖、水深35m)
観潟層

水温("C) 塩分 水温("C) 犠分

表面(Om) 3.7 (2月) - 25.0 (8月) 26.357 (7月)-33.680 (3月) 2.1 (3月) -24.4 (9月) 32.178 (7月) -33.486 (1月)

中層αOm) 3.7 (2月) - 23.7 (9月) 33.052 (6月)-33.825 (3月) 1.9 (3月) -23.5 (9月) 32. 727 (6月) -33.548 (7月)

底眉 3.7 (2月) - 22. 0 (8~) 33. 1ω(12月)-33.819 (3月) 1.8 (2月) -20.9 (9月) 32.986 (5月) -33.819 (9月)

底眉の観測水漂，:t海底上2m、水温と塩分の( )内はそれぞれの観測値の出現月を示す

全湾調査の結果から水温、塩分の平年差の推移をみてみると(平年値は新漁業管理制度推進情報

提供事業 浅海定線調査による1972-2∞5年の観測値の平均)、水温は、 1月は平年並み~かなり低

め、 2月はやや低め~かなり低め、 3月は平年並み~かなり低め、白 4月は西湾中央の水深刻m以深で

平年並み~やや高めのほかはやや低め~かなり低め、 5月は水深5m以浅の一部で平年並み~かなり

高めのほかは概ねやや低め~かなり低め、 6月は底層の一部で平年並みのほかはやや低め~かなり低

め、 7月は底層付近でやや低めのほかは概ね平年並み、 8月は概ね平年並み~やや低め、 9月は20m

層以浅でやや高め、これより下層では西湾がやや低め~かなり低め、東湾では平年並み、 10月は西湾

の底層でやや低め~かなり低めのほかは概ね平年並み、 11月は概ね平年並み、 12月は概ね平年並み~

やや高めであった。塩分は、 1月は平年並み~やや低め、 2月は平年並み~かなり低め、 3月も平年

並み~やや低め、 4月は概ね平年並み~やや低め、 5月は西湾の下層の一部でやや高め~かなり高め

のほかは平年並み~やや低め、 6月は東湾の底層付近でかなり高めのほかは概ね平年並み~やや低

め、 7月は概ね平年並み~やや低め、 8月は上層の一部でやや高めのほかは平年並み~やや低め、 9

月は西湾の30m層以浅でやや低めのほかは概ね平年並み、 10月は西湾の底層でやや高めのほかは概ね

やや低め、 11月は西湾の一部でかなり低めのほかは平年並み~やや低め、 12月はやや低め~かなり低

めであった。

(2) 下痢性貝毒原因プランクトンの出現動向

西部及び、東部海域の2定点の下痢性貝毒原因種を含む渦鞭毛藻Dinophysis属の出現種は、 D.for凶、

D.acuminata、D.mitra、D.cauda旬、 D.infundibulus、D.rotunda旬、 D.rudgei、D.1enticulaの8種で

あった。なお、まひ性貝毒原因種は観察きれなかった。
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上記出現種8種のうち、陸奥湾における優占種は、毒性が確認されているD.fortii、D.mitra、

D.rotundataと毒化初期の原因容疑種とされているD.acun由a却の4種である。これらの割削年におけ

る出現動向を図3に示した。
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図2-1 2(腕年の陸奥湾西部海域定点にお吋る水温、塩分などの推移
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図2-2 2006年の陸奥湾東部海域定点における水温、塩分などの推移
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西部海域では、 D.for.凶・は5月-11月に出現し、ピークは6月12日の155cells/Lであった。 D.acuminataは

3-11月にかけて出現したが、 20cells/L以下の低い密度で終始推移した。 D.mitralま7-12月にかけて出

現し、最高出現密度は8月7日の135cells/Lであった。 D.rotundataは1-11月にかけて出現し、最高出現

密度は55cells/Lで、あった。

• = 10 
西部海域 • = 30 

= 150 

D.fortii 

D.acuminata .一一・-・-・-・・一一一・一一.一一一一一一.一一一一一

D.mitra 

D.rotundata 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (月)

r; = 10 
東部海域 = 30 

D.fortii 
• =150 

D.acum的ata

D.mitra 

D.rotundata 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 (月)

図3 2006年の陸奥湾2定点における下痢性貝毒原因種4種の出現密度の推移

湾内2定点における下廟性貝毒原因種4種について、間査時毎の最高出現密度の年聞の推移を示す。
上段が西部海域定点、下段が東部海域定点である。単位はcells/L。

東部海域では、 D.fortiiは6月-12月に出現し、ピークは8月21日の50cells/Lであった。 D.acuminataは

3-11月にかけて出現したが、 20cells/L以下の低い密度で終始推移した。 D.mitraは7-12月にかけて出

現し、最高出現密度は8月7日の135cells/Lであった。 D.rotundataは1-11月にかけて出現し、最高出現

密度は55cells/Lであった。
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西部及び東部海域2定点の調査結果から、 1982年以降におけるD.for.凶・出現密度と養殖ホタテガイ中腸腺

の毒力の推移を図4に示した。西部海域における2∞6年のマウス毒性は7月3日に唯一検出されたが、中

腸腺Igあたり0.53MU以上l.1MU未満と低い値であった。 2006年の'D.for的・出現密度は155cells/Lで、 1991

年以降D.for曲・出現密度が低い傾向が続いていた。東部地区でも1仰O以降D.fortiiの低密度傾向が継続してお

り、 2006年は50cells/Lと1982年以降最も低い値となった。

陸奥湾全湾調査海域6定点の下痢性貝毒原因種を含む渦鞭毛藻Dinophysis属の出現種は、 D.fortii、

D.acuminata、D.mitra、D.caudata、D.infundibulus、D.rotunda旬、 D.rudgei、D.lenticulaの8種であっ

た。なお、まひ性貝毒原因種は観察されなかった。

陸奥湾全湾6定点の2005年 1月-12月における月毎の'D.fortiiの湾内水平分布の推移を園5に示した。

D.fo.比h・の出現期間は6-12月で、最高出現密度は7Ocells/Lと昨年に引き続き低い水準で推移した。
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1982年以降の陸奥湾2定点におけるD.fortii出現密度と養殖ホタテガイの下痢性貝毒毒カ (DSP)
の推移

図4

湾内2定点の聞査結果から、定点毎に月間のD.fortii最高出現密度と聾殖ホタテガイ中腸腺のマウス賦験による下痢

性貝毒の最高毒カを抜き出し、その季節変化と経年変動として示す。上段が西部海域定点、下段が東部海域定点であ
る。なお、 1-2月及び10-12月の期間については出現密度、毒カともに値が入っていない。
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• 10 

• 50 .1∞ 

図5 20ω年の陸奥湾におけるD.fortiiの出現分布の推移

毎月 1聞の陸奥湾全湾圃査結果から、湾内6定点それぞれ5....6周のうち量も多く出現した眉の出現密度を抜き出

し、月毎の湾内水平分布として示す。単位はcells/L。
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(3) ホタテガイの毒化状況

1)下痢性貝毒による毒力の推移

2006 

2005 
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2001 

2000 
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1998 
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1995 

1994 

1993 

1992 

1991 

1990 

1989 

1988 

1987 

1986 

1985 

1984 

1983 

1982 

1981 

1980 

1979 

1978 

1978年以降におけるホタテガイの出荷自主規制状況を図6に示した。 2(胤年は7月3日に西部海

域でマウス試験による毒力が検出され、出荷自主規制期間は 7月6日-7月27日の21日間であっ

た。東部海域ではマウス試験による毒力が検出されず、出荷自主規制も講じられなかった。前述し

た図4の1982年以降の2定点における養殖ホタテガイの毒力の推移にもみられるように、 1990年代

からの低毒化傾向がなお続いていることがうかがえた。

-・・・圃-一

-一
一一一戸田園

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
(月)

図6 1978年以降における陸奥湾海域産養殖ホタテガイの出荷自主規制状況

各年次の出荷自主規制開始日から解除固までの期間を黒帯線で示す。 1997年と1998年の両年は出荷自主規制が断
続的に複数回行われている。 1999年は西部海域の規制開始から東部海域の規制解除固までの期聞を示している。ま
た、 2000年は前後2固の西部海域の規制期間を示す。

2) まひ性員毒による毒力の推移

まひ性員毒については今年もマウス試験による毒力が全く検出されず、毒化は確認されなかっ

た。

2 津軽海峡におけるホタテガイの毒化状況

まひ性貝毒、下痢性貝毒ともにマウス試験による毒力が全く検出されず、毒化は確認されなかった。
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3 暖流系海域及び寒流系海域におけるホタテガイ以外の二枚貝の毒化状況

暖流系海域(日本海、津軽海峡西部、陸奥湾)

並びに寒流系海域(津軽海峡東部、太平洋)にお

けるホタテガイ以外の二枚貝については、まひ性

貝毒はマウス試験による毒力が全く検出されず、

毒化は確認されなかった。下痢性貝毒の毒化状況

を表3に、暖流系海域における付着性二枚貝のマ

ウス毒性の推移を図7に示した。暖流系海域にお

ける付着性二枚貝(ムラサキイガイ等)の毒化期

間は4月3日-7月10日で、中腸腺19あたりの

毒力は最高で0.76MU以上1.5MU未満であった。

寒流系海域における付着性二枚貝は4月18日に 1

回のみ毒化が確認され、毒力は可食部19あたり

0.05MU以上O.lMU未満であった。
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堅
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図7 暖流系海域における付着性二枚貝のマ

ウス毒性の推移

表3 2006年の膏森県沿岸域におけるホタテガイ以外の下痢性員毒による毒化状況

生産海域

暖流系

寒流系

付 表

貝種

付着性二枚貝

付着性二枚貝

マ写支喜在
検出期間

4/3-7/10 

4/18 

事盲喜克
明U/g:可食部)

0.1-0.2 

0.05-0.1 

出荷自主規制期間

4/7-9/25 (171日間)

4/21~ 9/22 (154日間)

2006年1月-12月に行った調査結果をとりまとめ、次のような表にして示した。

付表1 青森県沿岸域の貝毒調査結果(マウス試験結果)

付表2-1 陸奥湾西部海域(西湾定点)の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果

付表2-2 陸奥湾東部海域(東湾定点)の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果

付表2-3 陸奥湾全湾海域の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果

なお、採水プランクトン調査結果の渦鞭毛藻類の種名については、次のように略記した。また、表中に

はP.compressumの欄も設けてあるが、同種については計数していないため全て空白とした。

Ceratium属 C.a G.arietinum C.b G.b倍加1II Ci G.fusus 

Dinophysis属 Di D王'iJrt語 D.a D.acumina臼 D.m D.mitra 

D.c D.caudata D.i D.infundibuJus Drd D.rotundata 

D.rg D.rudgei D.n D.norvegica D.t D.的fpos

D.l DlenticuJa 

Prorocentrum属 P.C P.compressum P.m P.micans 

AJexandrium属 A.c A.cateneJJa A.t A.臼marense

Protoperidinium属 P.C P.conicum P.d P'depressum 

Gymnodinium属 G.C G.catenatum 
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また、過去の陸奥湾における下痢性員毒によるホタテガイの毒化状況などを整理して、次のような表に

して示した。

付表3-1 1980年以降の陸奥湾西部海域(西湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性貝毒による毒

化状況とD.for凶.の出現動向

付表3-2 1980年以降の陸奥湾東部海域(東湾定点)における養殖ホタテガイの下痢性貝毒による毒

化状況とD.f01泊・の出現動向

付表4 1978年以降における陸奥湾海域産ホタテガイの下痢性貝毒による出荷自主規制状況
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付衰 1 青森県沿岸域の貝毒慣査結果(マウス試験結果)

マウス鼠験

海域 調査地点 貝の種類 採取月日 検査月日 まひ性毒力(胤J/g) 下痢性毒カ(胤J/g)

中腸腺 可食部 中腸腺 可食鶴

陸奥湾西部 野内 ホタテガイ(養殖) 2∞6/1/16 2∞6/1/20 く1.75 <0.83 <0.05 
2006/2/14 2∞6/2/17 く1.75 く0.67 く0.05

2∞2006/6/33//26 7 2∞6/3/10 く0.49 く0.05
2∞6/3/31 <1.75 く0.46 く0.05

2006/4/3 2∞6/4/6 く0.43 く0.05
2∞6/4/10 2∞6/4/13 く0.41 く0.05
2006/4/18 2006/4/20 く1.75 く0.42 く0.05

2∞2060/6/4/5/24 9 2ω6//45// 27 く0.48 <0.05 
2∞6/5/11 く1.75 く0.52 く0.05

2006/5/15 2006/5/18 く0.49 く0.05
2∞66// 5/22 2006/5/25 く0.50 <0.05 
2∞5/29 2∞6/6/1 <0.55 <0.05 
2006/6/5 2∞6/6/8 く0.52 く0.05
2∞6/6/12 2006/6/15 <1.75 く0.55 く0.05
2∞6/6/19 22000066//66//222 9 く0.52 <0.05 
2∞6/6/26 く0.52 <0.05 

2020006/6/W7/10 3 2∞6/7/6 0.53-1. 1 0.05-0.1 
2006/7/13 <1.75 く0.54 く0.05

2006/7/18 2006/7/20 く0.56 く0.05
2006/7/24 2020∞6/6/7/82/7 3 く0.58 <0.05 
2∞6/7/31 く0.63 く0.05
2006/8/7 2∞6/8/10 く1.75 く0.60 く0.05
2006/8/14 2∞6/8/17 く0.64 <0.05 
2006/8/21 2∞6/8/24 く0.69 く0.05
2∞6/8/28 2∞6/8/31 くo.72 く0.05

22∞0066//9/9/14 2 2∞6/9/7 <0.74 <0.05 

22000066// 9/14 <1.75 <0.81 <0.05 
2006/9/21 9/25 くo.75 <0.05 
2006/9/25 2006/9/28 くo.78 <0.05 
2006/10/10 2∞6/101// 13 <1.75 く0.81 く0.05
22000066//121// 142∞6/11/17 <1.75 <0.74 く0.05

12/12 2∞6/12/15 く1.75 くo.72 く0.05

陸奥湾西部 蟹田 ホタテガイ(養殖) 2006/7/10 2∞6/7/13 <0.57 <0.05 
2006/7/17 2∞6//77//22 1 く0.62 <0.05 
2006/7/24 2006/7/27 く0.58 く0.05

陸奥湾西郎 ;帝国稲生ホタテガイ(養殖) 2∞6/7/10 2006/7/13 く0.54 <0.05 
2∞6/7/18 2006/7/21 く0.52 く0.05
2∞6/7/24 2006/7/27 く0.56 く0.05

陸奥湾東部 野辺地 ホタテガイ(養殖) 2006/1/16 2∞6/1/20 く1.75 くo.75 <0.05 
2∞6/2/14 2ω6/2/17 <1.75 く0.56 く0.05
2006/3/7 2006/3/10 く0.53 く0.05
2∞6/3/28 2006/3/31 く1.75 く0.62 く0.05

2∞20066//44//10 5 2∞6/4/7 <0.60 <0.05 
2∞6/4/13 <0.59 く0.05

2∞6/4/18 2∞6/4/20 く1.75 く0.57 く0.05

2020060/64//5/25 8 2006/4/27 く0.63 く0.05
2∞6/5/11 く1.75 <0.62 <0.05 

2∞6/5/15 2006/5/18 く0.68 く0.05
2∞6/5/22 2∞6/5/25 <0.69 く0.05
2∞6/5/29 2∞6/6/1 くO.72 <0.05 
2∞6/6/5 2∞6/6/8 く0.66 <0.05 
2006/6/12 2006/6/15 <1.75 <0.63 く0.05
2006/6/19 2006/6/22 <0.68 く0.05

2∞2060/6/6/72/6 4 2∞6/6/29 <0.68 く0.05
2∞6/7/6 く0.63 く0.05

20066//7// 10 22000066// W13 く1.75 く0.63 く0.05
2∞7/18 7/20 く0.66 く0.05
2∞66// 7/24 202∞06/6/7/8/27 3 くo.77 く0.05
2∞7/31 <0.82 く0.05
2006/8/7 2∞6//88// 10 <1.75 くO.77 <0.05 
2006/8/14 2006/8/17 <0.82 く0.05
2006/8/21 2006/8/24 くo.79 <0.05 
2006/8/28 2006/8/31 <0. 79 く0.05
2006/9/4 2∞6/9/7 くo.78 <0.05 
2006/9/11 2006/9/14 く1.75 <0.86 く0.05
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マウス詰験

海 域 調査地点 貝の種類 採取月日 検査月日 まひ性毒カ(MU/g) 下痢性毒力側U/g)

中腸腺 可食郎 中腸腺 可食卸

陵奥湾東部 野辺地 ホタナガイ(養殖) 2006/9/19 2∞6/9/22 くo.94 <0.05 

22∞20000666///11091///2210 5 1 2006/9/28 〈0.82 〈0.052006/10/13 く1.75 <0.81 <0.05 
2∞6/11/24 <1.75 <1.0 く0.05

2006/12/12 2∞6/12/15 <1.75 く0.82 く0.05

陸奥湾東部 東田沢 ホタテガイ(養殖) 2006/7/10 2006/7/13 <0.49 <0.05 
2006/7/18 2006/7/21 く0.58 く0.05
2006/7/24 2∞6/7/27 く0.55 <0.05 

陸奥湾束郡 野辺地 ホタテガイ(地まき) 2 ∞∞2∞66//6/21//3/114 6 7 2∞6/1/20 く0.83 く0.05
2006/2/14 2∞6/2/17 くo.72 く0.05

2∞6/3/10 <0.63 く0.05
2∞6/3/28 2∞6/3/31 く0.67 く0.05
2006/4/5 2006/4/7 くo.74 く0.05
2∞6/4/10 2∞6/4/13 く0.68 く0.05
2∞6/4/18 2006/4/20 く0.65 <0.05 
2∞6/4/25 2∞6/4/27 く0.64 く0.05

22∞0200066//6/55//5/218 5 2 2006/5/11 〈0.61 く0.052006/5/18 <0.68 く0.05
2∞6/5/25 <0.69 <0.05 

2006/5/29 2∞6/6/1 <0.70 <0.05 
2∞6/6/5 2006/6/8 <0. 72 <0. 05 

2 ∞∞∞666///666//J2 1 1 22∞6/6/15 く0.72 <0.05 2006/6/19 2006/6/22 <0. 69 く0.05
2006/6/26 2∞6/6/29 <0. 68 <0. 05 

2∞6/7/4 ∞∞20066//6/77//7/210 6 3 くo.74 く0.052006/7/10 2006/7/13 <0.72 く0.05
2∞6/7 ///2 3 1 82 く0.68 く0.05
2006/7/24 2∞6/7/27 く0.65 <0.05 
2006/7/31 2006/8/3 <0.75 <0.05 
2∞6/8/7 2∞6/8/10 く0.78 <0.05 
222∞∞∞666///888///2214 8 1 2∞6/8/17 <0.76 く0.052∞W~4 ~n ~OO 

2∞6/8/31 <0.79 <0.05 
2∞6/9/4 2006/9/7 く0.81 <0.05 
2∞6/9/11 2∞6/9/14 <0.83 く0.05

22∞2∞0066/6//1099///2 1 1 92∞6/9/22 <0.82 く0.055 2∞6/9/28 <0. 76 く0.05
1 2006/10/13 <0. 86 <0. 05 

2∞6/11/20 2∞6/11/24 く0.85 <0.05 
2∞6/12/12 2006/12/15 <0.75 <0.05 

太平洋 三沢 ホタテガイ(天然) 2∞6/3/6 2006/3/10 <1.75 く0.79 <0.05 
2∞6/4/3 2006/4/6 <1.75 <0.56 <0.05 
2006/4/18 2∞6/4/21 <1.75 く0.49 く0.05
2006/5/8 2∞6/5/11 <1.75 く0.54 く0.05
2006/5/22 2006/5/25 <1.75 <0.45 く0.05
2006/6/6 2∞6/6/9 <1.75 <0.54 <0.05 
2006/7/3 2006/7/6 く1.75 く0.52 く0.05
2006/7/31 2006/8/3 <1.75 <0.69 <0.05 
2∞6/9/4 2006/9/7 <1.75 く0.86 <0.05 
2006/11/6 2∞6/11/10 <1.75 く0.81 <0.05 

太平洋 階上 ホタテガイ(天然) 2∞6/3/26 2006/3/31 く1.75 <0.59 く0.05
2006/4/9 2∞6/4/13 <1.75 <0.57 く0.05
2006/4/23 2∞6/4/27 く1.75 <0.52 <0.05 
2006/5/15 2∞6/5/18 <1.75 <0.42 く0.05
2006/5/29 2006/6/1 <1. 75 く0.45 <0.05 
2006/6/18 2006/6/22 く1.75 <0.52 く0.05
2006/7/17 2006/7/20 く1.75 <0.54 <0.05 

津軽海峡西節今期l西部ホタテガイ(養殖) 2006/6/26 2006/6/29 <1. 75 <0. 42 く0.05
2006/7/10 2006/7/13 <1.75 く0.49 く0.05
2006/7/18 2006/7/21 く1.75 <0.51 <0.05 
2006/7/25 2∞6/7/28 <1. 75 く0.52 く0.05

津軽海峡東部野牛 ホタテガイ(地まき) 2∞6/6/6 2006/6/9 <1.75 <0.50 く0.05
野牛 2006/6/13 2∞6/6/16 <1.75 <0.57 く0.05
野牛 2006/6/19 2006/6/22 <1.75 <0.63 <0.05 
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マウス試験

海域 調査地点 貝の種類 標取月 B 検査月日 まひ性毒力(MU/g) 下痢性毒カ (MU/g)

中腸腺 可食部 中腸腺 可食部

津軽海映東部野牛 ホタテガイ(地まき) 2006/6/26 2006/6/29 <1.75 く0.~9 く0.05
野牛 2006/7/1 2∞6/7/6 く1.75 く0.61 く0.05
石持 2∞6/7/10 2∞6/7/13 く1.75 く0.63 く0.05
野牛 2006/7/17 2∞6/7/20 く1.75 く0.60 く0.05
石持 2∞6/7/24 2∞6/7/27 <1.75 <0.68 <0.05 
野牛 2006/7/31 2ω6/8/3 く1.75 く0.66 く0.05
野牛 2006/8/7 2∞6/8/10 く1.75 く0.68 <0.05 
野牛 2∞6/8/13 2∞6/8/17 く1.75 <0.69 く0.05
野牛 2006/8/21 2006/8/24 く1.75 くo.77 く0.05

暖流系 青森 ムラサキイガイ 2006/1/16 2∞6/1/20 く0.66 く0.05
2020∞6/6/2/3/ 142006/2/17 <0.51 く0.05

6 2∞6/3/10 く0.37 く0.05
2∞6/3/27 2∞6/3/31 く0.34 く0.05
2∞6/4/3 2ω6/4/6 0.35-0.69 0.05-0.1 
2∞6/4/18 2∞6/4/20 0.33-0.65 0.05-0.1 
2∞6/5/9 2∞6/5/11 <0.34 く0.05
2∞6/6/12 2∞6/6/15 o. 36-0. 73 o. 05-0. 1 
2ω6/7/10 2∞6/7/13 0.76-1.5 0.1-0.2 
2∞6/8/7 2∞6/8/10 <0.40 <0.05 
2∞6/9/4 2∞6/9/7 く0.52 く0.05
2∞6/9/12 2∞6/9/14 く0.48 <0.05 
2∞6/9/21 2∞6/9/25 く0.68 <0.05 
2∞6/10/10220似0}66//10/13 <0. 71 <0.05 
2∞6/121// 1411/17 く0.60 く0.05
2∞6/12/12 2∞6/12/15 <0.56 く0.05

寒流系 関根浜 ムラサキイガイ 2∞6/1/16 2∞6/1/20 <1.75 <0.05 

22∞∞66//23// 13 2∞6/2/17 <1.75 く0.05
13 2∞6/3/17 く1.75 <0.05 

2似16/4/18 2∞6/4/21 <1.75 0.05-0.1 
2∞6/5/8 2∞6/5/11 <1.75 <0.05 
2∞6/6/12 2∞6/6/15 く1.75 <0.05 
2006/6/19 2∞6/6/22 く1.75 

2∞2∞6/66//7/26 3 2∞2∞6/66//72/9 6 
く1.75 
く1.75 

2∞6/7/10 21側 /7/13 <1.75 <0.05 

2∞6//7//2 18 2∞6/7/20 <1.75 
2∞6/7124 2∞6/7/27 <1.75 
2∞6/8/7 2∞6/8/10 く1.75 <0.05 
2∞6/9/4 2∞6/9/7 く0.05
2∞6/9/11 2似16/9/14 く1.75 く0.05
2006/9/19 2∞6/9/22 <0.05 
2∞6/10/10 2∞6/10/13 く1.75 く0.05
2∞6/11/13 2∞6/11/17 く1.75 く0.05
2∞6/12/11 2006/12/15 <1.75 <0.05 
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付褒2-1 陸奥湾西部海域(酉湾定点)の気象海象観測結果及びブランクトン間査結果
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付表2-2 睦奥湾東部海域(東湾定点)の気象海象観測結果及びプランクトン調査結果

(1/4) 

気象海象観測結果

海峨 調査地点 水深 年月日 時刻天気雲量 風向透明度水色調査水温塩分 可証而轟
(同 風力。耐水漂("C)

(m) 

陸奥湾東部 野辺地 35 2006/1/16 9・50 b 2 胃'2 17.0 5 0 5.8 33.486 
5 5.6 33.484 
10 5.7 33.483 
20 5. 6 33. 483 
30 5. 3 33. 487 
3:3 5. 3 33. 493 5 

2006/2/14 9:52 c 9 0 12.0 5 0 2.1 33.330 
5 1. 9 33.326 
10 1.9 33.330 
20 1. 9 33.345 
30 1.8 33.359 
33 1. 8 33.355 

2006/317 1日・00 b 2 0 18. 0 5 0 2. 3 33. 254 
5 2.1 33.258 
10 2.1 33.26直
20 2. 1 33. 269 
30 2. 0 33. 289 
23 2.0 33.296 

2006/3/16 9:31> 0 1日 o 21. 0 1> U 2. 1 33. 201 
5 1.933.206 
10 1.9 33.20泡
20 1. 9 33.209 
30 1.9 33.215 
33 2.0 33.220 

20Uti/3/Ztl 1U:13 c lU N剛 19.0 5 0 3. 6 33. 002 5 
5 2.9 33.134 10 
10 2. 8 33. 182 5 5 5 
20 2. 8 33. 215 5 5 
30 2.9 33.241 5 
33 3. 1 33. 256 5 5 

2006/4/5 9:45 0 10 E2 19.0 5 0 3.1 33.112 
5 3.1 33.112 
10 3.1 33.111 
20 3.1 33.120 
30 3. 1 33. 125 5 
23 3.1 33.124 10 

2006/4/1日目 42 b 2 U 27. U o 日 3.ti 32.99喧
5 3.3 32.980 
10 3.3 32.996 
20 3. 2 33. 085 
30 3. 4 33. 207 5 5 
23 3 4 33 219 5 

2006/4/18 9:45 0 10 NlI2 22.0 o 0 3.9 33.0o日 10
5 3. 8 33. 055 5 
10 3.733.112 
20 3.6 33.167 
30 3.7 33.194 
33 3. 8 33. 209 5 

2006/4/25 9:o8 bc 6 S四1 18.0 5 0 5.4 33.000 
5 4.8 32.999 
10 4.8 32.995 
20 4.7 33.∞8 
30 4.4 33.121 
33 4. 3 33. 206 5 
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付表2-2 陸奥湾全湾海域の気象海愈観測結果及びブランクトン間査結果

(1/6) 
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気象海象観測結果
困次 海繊 鍋変地点水深年月日 時 刻 天 気S量風向透明度水色調査水温塩分

(m) 風力 (m) 水深('C)
C同

1 恩臭湾室湾 1 41 2OU~/1/1U 1U:3b 口 10 E4 14.0 5 0 7.90 33.四5
10 7.91 33.607 
20 7.91 33.6∞ 
30 7.95 33.599 
40 7.93 33.5直6 30 
45 7.94 33.5直4

2 53 0 
10 
20 
30 
40 
51 

3 b岨 2006/1/13 10:2酒 o 10 ENE3 14.0 ti 0 4.50 33.19ti 
10 4.83 33.2制
20 5.07 33. 265 
30 5. 64 33. 405 
40 5. 83 33. 535 
5o 6. 06 33. 437 

4 41 U 
10 
20 
30 
40 
45 

b 4U 2OU~ハパ 3 11:23 0 10 E3 15.0 ti 0 4.70 33.2沼昌
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気象量...測結果 フランクトン{渦・毛.煩}調査結果 {出現I!度 cells/L)
固次海副直調査地点水深年月日 時刻天気雲量風向適用開度水色調量水温塩分 Cerati岨属 日同納ysis属 Proro- AI・E・『叫ー Prot叩町ト 日開聞Idi- Oi同州ysi..

ω 凪カ O耐 水深("C) centr圃.ril圃属 dinilll鼠 ni岨鼠 (分裂細胞)
ωι8  C.b C.f O.f 0.8 0鯛 D.c D. i D. rd D. n: D. n D. t D. I P. c P・A.c A. t P. c P: d G. c D. f D. a 0.. D. c 

5 .異湾室湾 1 41 2UUli/0/lZ 1U:山 田; 4 112 胤 o 5 0 8.00 ~~ωt 
10 8.65 33.129 30 10 10 10 
20 9. 21 33. 589 60 
30 8.ω33.594 30 
40 7.06 33.674 30 
45 7.00 33.7舗

2 0噸 割高周'/5/12 11: 1~ C 8 冒5 1且日 昼 o 8.40 ~2.Ø騎
10 8. 17 33.062 
20 8. 31 33. 375 
30 8.66 33鎚S
ω8.75 34.029 
52 自 61 !U 1量E

~ 02 2UI町5/17 15:ω c o開眼 17.0 面 目 11.咽 a2.・田
10 8.鍋 32.723
20 7.舗 32.975
30 6.16 33.舗7
40 5.89 34.ω3 
mR  22 祖 1ω

4 41 Z聞耳ν0/11 11・4‘2 IIC 1 U 21 4 U 1~. ・o ~Z. 128 
10 9.02 32.7ω 
20 8. 07 32. 850 
30 7.30 32.833 
40 6.39 33.附 30
45 5.87 33. 182 20 

b 制3 剖耳障10/11 lU:oo IIC D U U. U ・o 11.0日 ~2. 7a1 
10 9.08 32.783 
20 8. 39 32. 842 
30 6.19 33ω9 10 
28 6.38 33.2;舗 m m ・ ;瑚 却耳両'/0/11 12:41 回; 8 0 18 4 0la.au a2.7'咽1
10 9.10 32.746 
初 7.89 32.844 20 
30 6.19 33.025 10 
27 S鋪 33.173

自 橿異湾軍調 1 41 割高閣'/111同 o:鞠 c lU 既Z la.o 5 0 la. 10 ~2 駒Z 伺

10 12.69 33.076 
20 12.17 鈎.267
30 11.01 33.566 
ω10.舗 33.938 20 
a5 9. 28 33. 828 40 

2 ~ 割高崎'/11/14 1:柑 t lU 開制 12.0 5 0 la. 10 ~~. u84 仰 10 初

10 12.72 33.149 10 
却 10.43 33.島嶋 20 m 
30 9.76 33.563 10 
40 8.21 33.蜘 m w 
51 7.87 33箇9 20 

a 02 z1日明/8/14 l1:W c lU _ 14. U 0 U 12.11U ~2. 1IlI~ 却

10 11.28 32.987 10 10 
20 10.70 ぬ 1~ 30 
初 10.28 鈴.293 30 10 
40 9.“33.弱2
m9.52 !U.I58 10 

4 41 21耳障河川4 14:間関，晶.4 1~.0 5 0 1~. 開 ~.II凶却 却

10 12.79 32.670 40 10 10 
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b 咽 Z団施'/1/14 12:1脂 c lU 眠.~ 15.0 5 0 1~. 8U ~2 胴S
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30 8. 67 33. 262 
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1980年以降の陸奥湾西部海域(酉湾定点)における聾殖ホタテガイの下痢性貝毒による毒化状況とD.for拍・の出現動向付表3-1
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毒カ，出現密度の値はいずれも月JJIJの最高値， 0肉は月肉の鯛査回数を示す.
毒カの鼠験結果が範囲で表された場合には.その下限値を採用しているなお， 1996年5月からのマウス獄験は可食部基準で行われているため，
検出限界未満 (0.05MU/g未満)の場合の中腸腺の毒カは不明である.この表では便宜的にO.∞としている.



1980年以降の瞳奥湾東部海域(東湾定点)における養殖ホタテガイの下期性貝毒による毒化状況とD.fortiiの出現動向付表3-2
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毒カ，出現密度の値は月別の量高値， 0肉は月内の調査回数を示す.

毒カの鼠験結果が範囲で表された場合には，その下限値を採用している.なお， 1996年5月からのマウス鼠験は可食榔基準で行われているため.

検出限界未満 (O.05MU/g未満)の場合の中腸腺の毒力は不明である.この褒では便宜的にO.∞としている.
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付表4 1978年以降における陸奥湾海域産ホタテガイの下痢性貝毒による出荷自主規制状況

養殖ホタナガイ 地まきホタ T 刀イ
年次 規制開始日規制解除目規制日数 最高毒力 規制開始時の 規制開始日規制解除目規制回数 量高毒カ 規制開始時の

{日} oou&..:虫腫腫} 量化海峨
06/30 08/25 

{日i {刷L1・虫腫腺} 審iむ海蟻
1978 06/30 08/25 56 5.0 - 8.3 56 0.5 - 1. 0 
1979 05/09 09/01 115 1.0 。
1980 05/17 10/10 146 4.5 茜湾 06/05 09/10 97 1.5 酉湾
1981 04/30 10/02 155 5.0 西湾 04/30 09/12 135 2.0 不明
1982 03/25 10/07 196 4. 2 不明 03/25 09/24 183 3.4 不明
1983 03/26 10/08 196 4.2 東湾 05/17 09/12 118 1.5 東湾
1984 05/05 11/01 180 4.0 西湾 05/17 09/14 120 1.0 東湾
1985 OS/22 09/28 129 2.3 東湾 06/10 09/14 96 0.4 不明
1986 03/29 11/01 217 4.0 東湾 04/11 10/17 189 2.4 京湾
1987 03/12 10/31 233 5.0 東湾 05/09 10/31 175 1.5 東湾
1988 03/26 12/27 276 8.0 東湾 05/19 11/24 189 3.0 西湾
1989 03/16 10/23 221 5.0 東湾 05/12 10/23 164 1.5 東湾
1990 03/09 09/07 182 6.0 東湾 OS/24 08/10 78 o. 75 西潟
1991 03/23 09/21 182 1.5 東湾 05/11 09/06 118 1.0 東湾
1992 04/01 09/04 156 1.0 東湾 06/11 08/11 61 0.62 東湾
1993 03/19 10/01 196 1.5 東湾 04/12 10/12 135 1.0 東湾
1994 04/08 09/16 161 2.0 - 3.0 京湾 06/02 09/19 109 0.52 - 0.60 酉湾
1995 03/24 09/18 178 5.0 - 6.0 西湾・東湾 06/22 09/18 88 1. 0 - 2.0 東湾
1996 OS/22 10/04 135 1. 6 - 2.4 酉湾・東湾 07/11 09/13 64 0.5 - 1. 0 東湾
1997 04/09 09/12 128 0.73 - 1. 45 (1)東湾， (2)酉湾 *2 04/09 07/16 98 0.44 - 0.88 東湾
1998 04/02 10/08 134 1. 65 - 3.29 (1) -(4)西湾 本3 。
1999 OS/27 08/19 84 1. 30 - 2.60 (1)西部， (2)東部 叫 。
2000 04/27 07/27 91 1. 20 - 2.40 (1) (2)西部， (3)東郁 *5 。
2001 06/15 08/02 48 0.64 - 1. 30 西部 本6 。
2∞2 。 。
2003 05/22 07/31 70 1. 00 - 2.00 西部 *7 。
2004 05/13 08/12 91 1.1 - 2.3 酉郁 *7 07/02 07/22 20 0.74 - 1. 5 東部
2005 一 。 。
zmG7ts 21 0.53 - 1. 1 酉盤 。

咽 1978-2006年の腕
平均 10/02 02/29 137 OS/20 09/14 79 

最早(最短) 03/09 07/27 。 03/25 07/16 。
量遅(量長) 07/06 07/21 276 07/11 11/24 189 

本11993年の地まき貝については4/12-7/16，8/27-10/12の2固にわたり行われている.表に示した解除目は最終規制の解除目であり，規制回数は通算したものである.
中21997年の養殖貝については4/9-7/24，8/21-9/12の2固にわたり行われている.解除目と規制日数は上配同様である.

申1

*3 1998年の養殖貝については4/2-5/8，6/11-7/17，7/31-9/4，9/11-10/8の4固にわたり行われている.解除目と規制回数は土肥同様である.解除目と規制回数はよ配同様である.
叫 1999年の養殖買は5/27-7/29、6/3-8119の2国規制されている.解除固と規制回数は上記岡織である.
申52000年の養殖員は4/27-5/18、6/8-7127、6/15-7/27の3回規制されている.解除日と規制回数は上記同様である.
崎 2001年は西部海域でのみ出荷自主規制.
本72003年と2004年は西部、東部両海域で出荷自主規制.

1998年12月の生産海域区分の見直しにより、 1999年以降の出荷自主規制は西部海域と東鶴海域の2海域に区分されている.表に示した規制開始日と解除目は、陸奥湾全体を
1海域とした場合の最初の規制開始日と最終解除日であり、規制日数はその期聞を通算したものである.
規制開始時の毒化海域については、単一の海域の場合はその海域名を、両方の場合は菌湾・束湾のように示し、また規制が複数回の場合には1回目を(1)と褒し、

その規制開始時の海域名を続けて記載している.なお、便宜的に西湾と西部、東湾と東部はそれぞれ同一海域を表す呼称として扱っている.
1998年以降の地まきホタテガイの貝毒検査は東部海域のみで行っている.


